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条例案6件、予算案4件、 
その他の議案29件を可決

４月24日開催  第４回（４月）臨時会の主な審議事項
○旧相川支所解体工事請負契約の締結について
　平成29年４月４日に執行した旧相川支所解体工事の指名競争入札における落札者と請負
契約を締結することについて賛成多数で可決されました。
　総務常任委員会から次の意見が付けられています。

  意見    ①　�今後の施設管理においては、佐渡市公共施設等総合管理計画に基づいて統
一した方針を策定されたい。

� ②　�落札業者が工事の実施について契約の内容どおりに履行されるよう万全を
期すること。

� ③　工事の予算執行については、継続費の範囲内で行うこと。
　

○�佐渡市健康保養センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
　３月定例会において、「市民への説明不足による合意のないあまりにも拙速な廃止条例
の提案」との理由で継続審査となっていた案件で、社会文教常任委員会において審査を重
ね、委員会としては否決と決定しました。
　本会議においての採決も否決されました。
　なお、社会文教常任委員会から次の意見が付けられています。

  意見     　条例案を否決することの意味は、ワイドブルーあいかわを市の直営として認
めるということではない。今後は、利用者に不便をかけないよう直営廃止後の
施設のあり方を一刻も早く明確にするとともに市民への丁寧な説明に努めるこ
とを強く求める。

� �　また、市の温泉施設運営の方向性が全体的に迷走している。場当たり的な対
応ではなく、市民合意を得るための取組みを最優先として進められたい。

5月22日開催  第5回（5月）臨時会の主な審議事項
○平成29年度佐渡市一般会計補正予算（第１号）を可決しました。
　一般会計予算の歳入歳出にそれぞれ２千198万５千円を追加し、予算総額を469億２千
198万５千円とすることを認めました。
　主な補正内容は、相川健康増進センターワイドブルーあいかわの６月から９月までの施
設管理運営に係る経費及び不動産鑑定委託料を予算計上すること並びに運営期間に相川小
学校のプール授業で使用するための経費を減額するものです。
　なお、社会文教常任委員会から次の意見が付けられています。

  意見    �　今回の補正予算予備審査の中で、４月24日の佐渡市議会臨時会において議案
第15号（佐渡市健康保養センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について）に付した意見について、執行部の取組みが十分でない
ことが判明した。当委員会が指摘した事項について執行部は真摯に対処すべき
である。今回の提案は９月末までの補正予算であるので、４か月のうちに後継
の業者を執行部の責任において選定すべきである。
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条例案6件、予算案4件、 
その他の議案29件を可決

主な議題と所管の委員会での審査経過は次のとおりです。
◎佐渡市奨学金貸与条例の制定	 　総務常任委員会　

公平・公正がしっかり担保されているかどうかを最重要視し審査した。
1点目、貸与の要件に世帯が市税等を滞納していないことについて、激論を交わした。貸与する
のは子どもであって、返すのも子どもである。親の経済状況によって、子どもの教育を受ける機
会を奪われることは許されない。教育の機会均等を図る上で、世帯の滞納要件を撤廃することを
委員会として求めた。2点目、所得制限の設定について。支援を必要とする子どもに対しては全て
対象とすべきであり、年度によって同じ所得でも対象となったりならなかったりする事態をなく
すためにも、明確な所得制限を設定することを求めた。それぞれに意見を付け、委員会からの強
い指摘により、施行規則および運用方針において対応することとなった。

◎佐渡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例� �
◎平成29年度　佐渡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）� 　社会文教常任委員会　
　国民健康保険被保険者の前年度の所得の確定等により行った本算定の結果を受けて、保険税の
税率を改める条例改正を行った。
予算については、国民健康保険特別会計予算に歳入歳出それぞれ１億２千874万１千円を追加
し、予算総額を76億２千474万１千円とした。前年所得が確定したことによる国民健康保険税の
本算定では、前年度と比較して、1人あたり、医療費分1,995円、後期高齢者支援分623円、介護
納付金分115円、合計2,733円の減額となり、一世帯あたりでは5,623円の減額となる旨の説明が
あった。
委員会では、本年度の国民健康保険税は下がったとはいえ、約４億５千万円という基金保有は
多すぎではないかなどの意見が出されたが、平成30年度からの国民健康保険事業広域化を見据え、
３年間は国民健康保険税を据え置くため、その財源としたいとの説明があった。

◎平成29年度　佐渡市一般会計補正予算（第２号）� 　産業建設常任委員会　

【畜産振興事業について】
佐渡農協が所有している生乳プラントの老朽化に伴う施設整備と機器の更新費用に対し、従来
の補助割合は事業対象経費の10％であるが、それを20％に引き上げたいと農業政策課から一般会
計補正予算の内容について説明があった。
佐渡産乳製品の安定した供給や酪農維持の観点等から、当委員会では現地視察を行い、補助は
必要との認識で一致した。
しかし、補助額を２倍とするために別に要
綱を制定することは一定のルールを超えてい
るため、今後、農業関連事業に対して補助を
行う場合には条例を制定し実施すること。ま
た、関係機関に対して経営努力の指導を強く
行うことを意見として付けた。

第６回（６月）定例会
６月13日～６月29日開催

現在使用している生乳プラント
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「
撤
退
を
軸
に
抜
本
的

な
見
直
し
」
と
の
報
道
だ
が
、

事
業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
佐
渡
市
か
ら
佐

渡
汽
船
へ
の
支
援
金
額
と
関
係

者
で
組
織
し
て
い
る
協
議
会
は

開
か
れ
て
い
る
の
か
。
鳴
り
物

入
り
で
導
入
し
た「
あ
い
び
す
」

「
あ
か
ね
」
は
共
通
の
問
題
点

を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
が
会
社

経
営
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
。

�

現
時
点
で
正
式
に
撤
退

す
る
と
の
申
し
入
れ
は
な
い
の

で
、
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

こ
の
2
隻
は
揺
れ
や
就
航
率
の

低
迷
に
よ
る
利
用
者
減
少
に
よ

り
大
幅
な
収
支
改
善
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
経
営
責
任
に
つ
い

て
判
断
す
る
立
場
に
は
な
い

が
、
2
隻
の
船
種
決
定
等
に
は

大
き
な
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得

な
い
。
佐
渡
航
路
の
課
題
に
つ

い
て
佐
渡
航
路
維
持
確
保
改
善

協
議
会
が
6
月
中
に
開
催
さ
れ

る
。

産
業
観
光
部
長�

支
援
金
額
は
平

成
16
年
か
ら
28
年
度
ま
で
総
額

で
73
億
９
百
万
円
で
あ
る
。

�

平
成
28
年
度
よ
り
運
航

期
間
が
5
か
月
間
に
短
縮
さ
れ

た
。
サ
ー
ビ
ス
基
準
変
更
に
際

し
て
運
輸
局
が
新
潟
県
に
求
め

た
意
見
照
会
へ
の
回
答
は
。

産
業
観
光
部
副
部
長�

県
知
事
名

で
「
佐
渡
市
及
び
長
岡
市
は
航

路
事
業
者
が
健
全
経
営
を
確
保

し
つ
つ
、
航
路
の
安
定
運
航
と

利
便
性
向
上
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た

航
路
の
維
持
と
一
層
の
利
用
促

進
や
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
両
市
の
意

向
が
実
現
す
る
こ
と
を
条
件
に

止
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え

る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

�

短
距
離
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
て
車
両
や
貨
物
を
他
航

路
と
比
べ
て
低
料
金
で
輸
送
す

る
こ
と
が
、
生
き
残
る
道
と
考

え
る
。
隠
岐
広
域
連
合
で
は
債

務
超
過
と
な
っ
た
汽
船
会
社
の

船
舶
を
買
い
取
り
、
指
定
管
理

の
方
式
で
提
供
し
て
困
難
を
乗

り
切
っ
た
。
公
設
民
営
も
考
え

る
べ
き
で
な
い
か
。

�

県
や
長
岡
市
、
関
係
自

治
体
も
含
め
て
ト
ー
タ
ル
で
の

検
討
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

協
議
に
は
前
向
き
に
加
わ
っ
て

い
き
た
い
。

�

長
岡
市
は
積
極
的
と
聞

い
て
い
る
。
合
併
前
に
赤
泊
村

は
航
路
振
興
の
た
め
に
基
金
を

積
み
立
て
佐
渡
市
へ
引
き
継
い

で
い
る
。

�

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が

応
分
の
負
担
を
含
め
て
検
討
に

入
っ
て
い
け
る
の
か
、
い
け
な

い
の
か
で
あ
る
。
最
大
株
主
で

あ
る
県
の
積
極
的
な
経
営
改
善

へ
の
努
力
を
切
望
し
て
い
る
。

6月定例会においては、15人の議員が一般質問を行い、市政につ
いて質しました。
本コーナーでは、その要旨を、議員の寄稿により掲載しています。

��

金
　
田
　
淳
　
一
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❹

　
◆
寺
泊
～
赤
泊
航
路
撤
退
報
道
に
つ
い
て

��

山
　
田
　
伸
　
之
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
問
う

��

上
　
杉
　
育
　
子
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
新
規
就
農
者
確
保
と
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
問
う

��

室
　
岡
　
啓
　
史
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
佐
渡
の
方
程
式
D
M
O
×
C
C
R
C

=

P
P
K

��

北
　
　
　
　
　
啓
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
障
が
い
福
祉
の
拡
充
を

��
広
　
瀬
　
大
　
海
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
必
ず
世
界
遺
産
に・積
極
的
に
地
域
の
声
を
聞
い
て

��

中
　
村
　
良
　
夫
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
就
学
援
助
の
新
入
学
学
用
品
費
の
支
給
額
が
倍
増
に

��

駒
　
形
　
信
　
雄
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
三
浦
市
長
の
考
え
る
農
業
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

��

中
　
川
　
直
　
美
　
議
員��
……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
１
年
前
の
選
挙
結
果
の
期
待
に
こ
た
え
る
市
政
へ

��

髙
　
野
　
庄
　
嗣
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
今
年
こ
そ
は
念
願
の
世
界
遺
産
国
内
推
薦
獲
得
を

��

宇
　
治
　
沙
耶
花
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
医
療・介
護
連
携
を
市
の
看
板
政
策
に
掲
げ
よ

��

渡
　
辺
　
慎
　
一
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❿

　
◆
30
年
問
題
以
降
の
佐
渡
農
業
の
方
向
性
を
問
う

��

荒
　
井
　
眞
　
理
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
❿

　
◆
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
を
地
域
振
興
に
生
か
す

��

祝
　
　
　
優
　
雄
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
⓫

　
◆
市
立
病
院
の
問
題
点
に
つ
い
て

��

近
　
藤
　
和
　
義
　
議
員��

……
…
…
…
…
…
…
…
⓫

　
◆
本
庁
舎
建
設
問
題
と
職
員
の
自
殺

一 般 質 問

一
　
般
　
質
　
問

寺
泊
～
赤
泊
航
路

　
撤
退
報
道
に
つ
い
て

金
田
　
淳
一
　
議
員


